




According to the news letter of the Foundation for Endangered Languages, there are 
agreement among linguists who have considered the situations that over half of the 
world’s languages are monibund, i.e. effectively being passed on the next generation(1 ). 
The United Nations Educational Scientific and Cultural Organization (UNESCO) decided 
to respond to this situation and recognized it as a task of great urgency. Christopher 
Moseley is a general editor of the third edition of UNESCO Atlas of the World’s Lan-
guages in Danger. In the third edition of the Atlas, we can access online for the first time 
through the UNESCO website, and submit comments and suggestions for amendments 
and corrections to the more comprehensive data. On the differences between the print and 
online editions, Moseley addresses the many editorial decisions and challenges. In this 
paper I introduce Moseley’s retrace on the Atlas back to its origins and discuss the pro-
cess of expanding its coverage.
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危機言語 languages in crisis／languages in 
danger に関する研究が多方面で行われるよ 
うになった1990年代、その先駆けとなる論文
を マ イ ケ ル・ ク ラ ウ ス Michael Krauss は、















（ 2 ） Evans, N. 2010. 大西他訳 . P.7.
（ 3 ） Krauss. M. 1992. P.5.
界にはいくつの言語が存在するかという議論
に関し、次のように語っている（3）。フェーゲリ
ン夫妻（Charles Fredrick Voegelin and Florence 
Marie Voeghelin）が1977年に出版した『世界
の言語の分類と指標』Classification and Index 
of the World’s Languages では、世界の言語は、
消滅した言語も含めて4500語としている。ル













とである。　―― ニコラス・エヴァンズ（ 2 ） ――
89
危機言語研究の現在［坂本邦彦］
（ 4 ） Crystal, D. 2000. 斎藤他訳 . P.i.
（ 5 ） 大角翠 . 2013. P.120.
（ 6 ） Crystal, D. 2000. 斎藤他訳 . P.i.
（ 7 ） http://www.UNESCO.org/languages-atlas/　2016年 8 月25日アクセス。
ている言語を5000語と推定している。また、











































言語記述が一層必要になった（ 6 ）」 と述べて
いる。 ユネスコは、 具体的な対応として、
1996年に『世界危機言語アトラス』を公表し
ていった。2001年には、 第 2 版として約800
の危機言語の実態を公表した。そして、2009








いる。「国、地域名 Country or area」「言語名
Language name」「話者数 Number of speakers」











危 機 言 語 ア ト ラ ス 』 に 関 す る 論 考 The 
UNESCO Atlas of the World ＇s Languages in 






















ユネスコアトラスの起源 Origin and genesis 
of the UNESCO Atlas （p.1）
十分に記録された言語は、最後の話者が亡
くなった後でも何らかの形で保存されるであ
（ 8 ） Christopher Moseley. 2012. The UNESCO Atlas of the World’s Languages in Danger: Context and Process. 











































































最 新 版： デ ジ タ ル 版 と プ リ ン ト 版 The 




















































































































































































































 ド イ ツ 語 は、Thuringian, Upper Saxon, 
Silesian からなり、Alemannic と Bavarian 同
様 Low Saxon, Limburgian-Ripuarian, Moselle 
Franconian （Luxembourgish を含む）, Rhenish 













誰 が ア ト ラ ス に コ メ ン ト す る か W h o 


















































































































































































（ 9 ） 最新版は、2016年 7 月に発行された第19版である。オンライン上で示されている現在話者がいる
言語数は、7097言語である。 https://www.ethnologue.com/　2016年 8 月25日アクセス。
（10） 宮岡他編 . 2002. pp.11-14. 




























































している状態 stable yet threatened」「要注意の
状態 vulnerable」「明確な危機状態 definitely 
endangered」「 深 刻 な 危 機 状 態 severe ly 




（13） Crystal, D. 2000. 斎藤他訳 . ｐ .13.　クリスタルの考え方は、その定義に従う研究者が多いとされる
チャンバーとトラッドギルの定義と重なる（Chamber, J.K. and P. Trudgill. 1980.）。すなわち、「ある
二つの言語がお互いに、だいたいにおいて理解可能であれば、この二つは同一言語のバリエーシ
ョン、つまり方言と見なされ、そうでなければ言語とみなされる」。（木部 . 2011. pp.5-6.）
（14） Crystal, D. 2000. 斎藤他訳 . p.14.
（15） Ibid. p.14.
（16） Ibid, p.28.






































































（18） UNESCO Ad Hoc Expert Group on Endangered Languages. 2003.
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 ・危機的な状況にある言語・方言の実態に関する調査研究事業　報告書
 　（平成23年 2 月　大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　国立国語研究所）
 ・ 危機的な状況にある言語・方言の保存・継承に係る取り組みなどの実態に関する調査研究事業
（アイヌ語）報告書
 　（平成25年 3 月　国立大学法人　北海道大学）
 ・ 危機的な状況にある言語・方言の保存・継承に係る取り組みなどの実態に関する調査研究事業
（奄美方言・宮古方言・与那国方言）報告書
 　（平成25年 3 月　国立大学法人　琉球大学）
 ・ 危機的な状況にある言語・方言の実態に関する調査研究事業（八丈方言・国頭方言・沖縄方言・
八重山方言）報告書
 　（平成26年 3 月　国立大学法人　琉球大学（国際沖縄研究所））
 ・ 危機的な状況にある言語・方言の保存・継承に係る取り組みなどの実態に関する調査研究事業
（八丈方言・国頭方言・沖縄方言・八重山方言）報告書
 　（平成27年 3 月　大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　国立国語研究所）
 ・ アイヌ語の保存・継承に必要なアーカイブ化に関する調査研究事業　第 2 年次（北海道沙流群平
取町）報告書　1/3、2/3、3/3
 　（平成27年 3 月　国立大学法人　千葉大学）

